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基きジノレコニウムの耐酸化性向上に有効な合金元素としてはlE 4価 (Zr4 +) よりも原子価の大なること，
イオン化ポテンシャルが Zr3 +→Zr4 + のそれよりも大なること，イオン半径がZr4 +のそれにできるだけ近
いことが望ましいと推論し，これに相当するものとして周期律表上 VIB族元素の硫黄，セレン及びテルル
に言及し，そのうちでもテノレノレが最も有効な合金元素であると推論しているの



























ない， その結果について述べている。第 1 章にて述べたようにVlB 族元素が合金元素としてジルコニウ
ムに添加されることによってこれが ZrOz 中の酸素イオン空孔の拡散量を少なくしてジルコニウムの酸
化を抑制するものならば，酸化雰囲気中にVlB 族元素が存在するような条件においても酸化の通行に従っ





た硫黄がジルコニウムを酸化した後の ZrOz 中に入っていることが示された。このような結果から日B 族
元素を酸化雰囲気中に加えてもジルコニウムの耐酸化性が向上することを明らかにしている。
第 5 章は，第 4 章までの実験結果とその考察から得られた結論をまとめて述べている。
総括では，この研究の目的，実験万法並びに得られた実験結果を簡単に要約しているの
以上述べたように著者は理論的な考察より出発し，耐酸化性の優秀なジルコニウム合金としてジルコニ
ウム テノレル合金を開発するとともに，放射性テノレノりあるいは硫黄などを使用してジノレコニウム合金の
酸化機構と酸化に及ぼすテノレルの役割を明らかにした。このことは原子力工学の発展に寄与するところが
まことに大きい凸よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるの
